
本
書
「
今
昔
物
語
」
二
六
冊
は
、
「
黒
川
文
庫
」
の
中
の
一
つ
と
し
て
本
学
図
書
館
に
襄
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
『
今
昔
物
語
集
』
の

伝
本
、
書
写
関
係
は
ほ
ざ
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
本
書
は
そ
の
諸
伝
本
の
中
で
古
本
系
と
称
せ
ら
れ
る
一
群
に
属
す
る
。
一
応
は
、
既
に
、
学
界
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
回
新
に
そ
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
報
告
す
る
。
多
少
従
来
の
説
明
に
、
附
け
加
え
う
る
こ
と
も
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
伝
本
研
究
と
し
て
諸
本
を
系
統
的
に
採
り
上
げ
た
の
は
、
坂
井
衡
平
氏
の
「
今
昔
物
語
集
の
新
研
究
』
（
大
正
一
二
・
誠
之
堂
書
店
）

が
最
初
で
あ
っ
た
と
云
っ
て
い
い
。
こ
の
書
に
は
、
「
著
者
の
目
撃
し
た
る
伝
承
的
本
文
」
と
し
て
二
二
本
を
挙
げ
て
解
説
を
施
し
て
あ
り
、
伝
本
系
統

表
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
片
寄
正
義
氏
の
『
今
昔
物
語
集
の
研
究
』
（
昭
和
一
八
・
三
省
堂
）
が
刊
行
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
今
日
の
伝
本

研
究
の
基
礎
は
築
か
れ
た
。
こ
の
片
寄
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
現
存
す
る
す
べ
て
の
諸
本
の
基
点
と
さ
れ
る
伝
本
と
し
て
鈴
鹿
本
の
位
置
が
確
立
さ
れ
、
以

後
の
伝
本
研
究
は
基
本
的
な
点
に
お
い
て
は
ほ
ざ
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
以
後
、
馬
淵
和
夫
氏
の
『
今
昔
物
語
集
伝
本
考
』

（
『
国
語
国
文
』
昭
和
二
六
・
四
）
そ
の
他
の
論
考
に
よ
っ
て
更
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
現
段
階
で
は
、
今
後
新
し
い
系
統
の
本
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
鈴

鹿
本
が
現
存
諸
伝
本
の
祖
本
と
し
て
の
地
位
を
占
め
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
鈴
鹿
本
に
最
も
近
い
系
統
の
本
文
を
も
つ
も
の
を
古
本
系
と

し
、
そ
の
古
本
系
な
ら
ぬ
本
文
を
も
つ
も
の
を
流
布
本
系
と
称
し
、
か
つ
そ
の
古
本
系
か
ら
流
布
本
系
の
本
文
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
途
中
の
形
の
も
の
を
中

し
、
そ
の
古
本
系
な
《

問
本
と
称
し
て
い
る
。

調
査
報
告
五

今
昔
物
語
二
六
冊

一
『
今
昔
物
語
集
』
の
伝
本

_一,

阿

部 一__

秋
生
・
小

嶋

仁
子
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『
今
昔
物
語
集
』
の
伝
本
系
統
は
概
ね
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
本
学
所
蔵
の
二
六
巻
（
冊
）
本
は
、
そ
の
各
巻
す
べ
て
の
本
文
が
古
本

系
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
巻
一
、
巻
二
、
巻
三
、
巻
四
、
巻
五
、
巻
六
、
巻
七
、
巻
九
、
巻
十
、
巻
十
二
、
巻
十
三
、
巻
十
四
、
巻
十
五
、
巻
十
六
、

巻
十
七
、
巻
十
九
、
巻
二
十
、
巻
二
十
二
、
巻
二
十
七
の
一
九
巻
の
本
文
だ
け
が
古
本
系
統
で
、
そ
の
他
の
巻
の
本
文
は
流
布
本
系
統
で
あ
る
。

従
来
の
伝
本
研
究
史
上
、
本
書
の
名
が
承
え
る
の
は
、
前
掲
の
坂
井
衡
平
氏
の
著
書
の
中
に
、
同
氏
が
目
撃
し
た
と
す
る
二
二
本
以
外
の
も
の
と
し

て
、
「
黒
川
家
蔵
古
写
本
二
十
七
巻
」
（
実
際
に
は
二
六
巻
）
な
る
も
の
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
書
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
程
度
の
こ

と
で
、
お
そ
ら
く
「
目
撃
」
し
て
調
査
す
る
こ
と
ま
で
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
山
田
孝
雄
・
忠
雄
・
英
雄
・
俊
雄
の
諸
氏
に
よ
る

日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
』
五
冊
（
昭
和
三
四
’
三
八
・
岩
波
書
店
）
の
第
三
冊
の
諸
本
解
説
（
山
田
忠
雄
氏
担
当
・
昭
和
三
六
）
（
以
下
大
系
本
と
略

称
す
る
）
に
初
め
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
紹
介
使
用
さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
名
称
も
、
そ
の
本
文
の
状
態
も
、
学
界
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
少

く
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
、
従
来
の
諸
本
の
関
係
を
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
』
（
昭
和
四
六
’
五
一
・
小
学
館
）
の
解
説
（
馬
淵
和
夫
氏
担
当
）
で
は
、
次
の
よ
う

に
ま
と
め
て
い
る
。
伝
本
全
体
の
見
わ
た
し
の
た
め
、
こ
れ
を
借
用
し
て
掲
げ
て
お
く
。

Ｉ
Ｃ
…
…
…
（
丹
鵺
校
合
本
）

原
本
ｌ
Ａ
ｌ
鈴
鹿
本
ｌ
Ｂ
（
咋
詩
姻
話
）
ｌ
ｌ
Ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ
（
古
本
）

一
ｌ
Ｇ
（
中
間
本
）

本
書
は
、
本
学
図
書
館
の
黒
川
文
庫
所
蔵
の
写
本
で
あ
る
。
現
存
す
る
の
は
巻
一
、
巻
二
、
巻
三
、
巻
四
、
巻
五
、
巻
六
、
巻
七
、
巻
九
、
巻
十
、
巻

（
（

二
本
害
の
書
誌

｜
F

ｌ
Ｈ
（
流
布
本
）
Ｉ

１
０
（
八
行
本
）

１
Ｊ
（
第
二
種
）
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｍ
ｌ
－
ｌ
Ｐ

ｌ
Ｎ
（
ひ
ら
が
な
本
）

１
１
（
第
一
種
）
ｌ
ｌ
ｌ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
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鈴
木
安
覚
本
校
合

と
並
べ
て
記
し
て
あ
る
。

外
題
は
表
紙
左
上
部
に
打
付
害
で
「
今
昔
物
語
こ
、
内
題
は
「
今
昔
物
語
集
巻
第
こ
と
い
う
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
以
下
各
巻
は
、
巻
の
数
字

が
変
わ
る
だ
け
で
全
巻
共
通
し
た
形
式
で
あ
る
。
但
し
、
巻
三
、
巻
九
、
巻
十
五
、
巻
十
九
、
巻
二
十
五
、
巻
二
十
八
の
六
冊
で
は
、
外
題
の
「
今

昔
」
の
文
字
が
「
今
昔
」
と
左
右
逆
に
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
巻
二
十
九
で
は
、
外
題
の
「
今
昔
」
の
文
字
が
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻

二
、
巻
三
の
内
題
に
は
墨
書
の
「
二
」
「
三
」
の
数
字
が
な
く
、
他
本
と
の
校
合
の
結
果
を
示
す
朱
筆
で
書
入
れ
て
あ
る
。

ま
た
こ
の
表
紙
の
裏
（
表
表
紙
見
返
）
に
、
墨
で
、

十
一
、
巻
十
二
、
巻
十
三
、
巻
十
四
、
巻
十
五
、
巻
十
六
、
巻
十
七
、
巻
十
九
、
巻
二
十
、
巻
二
十
二
、
巻
二
十
四
、
巻
二
十
五
、
巻
二
十
六
、
巻
二
十

七
、
巻
二
十
八
、
巻
二
十
九
、
巻
三
十
の
二
六
巻
二
六
冊
で
、
巻
八
、
巻
十
八
、
巻
二
十
一
、
巻
二
十
三
、
巻
三
十
一
の
五
巻
が
欠
け
て
い
る
が
、
こ
の

う
ち
巻
八
、
巻
十
八
、
巻
二
十
一
の
三
巻
は
現
存
諸
伝
本
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
欠
本
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
漢
字
と
片
仮
名
と
で
、
宣

命
書
風
に
、
送
り
仮
名
を
小
字
二
行
割
に
書
い
て
い
る
。
縦
二
九
・
七
糎
、
横
二
○
・
九
糎
、
袋
綴
、
楮
と
思
わ
れ
る
料
紙
を
用
い
、
表
紙
は
紙
表
紙

で
、
色
は
薄
茶
色
に
見
え
る
が
、
本
来
は
黄
色
で
あ
っ
た
も
の
が
汚
れ
て
こ
の
色
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

表
紙
の
右
上
部
に
は
、
「
物
語
」
と
い
う
文
字
を
朱
の
丸
で
囲
ん
だ
朱
印
が
捺
し
て
あ
る
、
こ
れ
は
全
巻
に
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
一
の
表
紙
の

「
物
語
」
と
い
う
朱
印
の
左
に
朱
筆
で
「
共
二
十
六
」
と
記
し
、
ま
た
そ
の
傍
に
墨
で
、

と
記
し
た
貼
紙
が
あ
る
。
但
し
、
川
一
と
そ
れ
を
囲
ん
だ
丸
は
鉛
筆
書
で
、
後
筆
と
思
わ
れ
る
。

全
巻
を
通
し
て
遊
紙
は
、
表
紙
と
目
次
と
の
間
に
一
丁
と
、
本
文
の
後
に
一
丁
と
計
二
丁
あ
る
。
こ
の
最
初
の
遊
紙
の
裏
や
表
紙
裏
（
巻
七
・
巻
九
）
な

ど
に
、
本
文
中
に
桑
え
る
難
解
語
句
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
数
例
掲
げ
て
あ
る
。
た
と
え
ば
巻
一
（
遊
紙
裏
）
に
は
、

ミ
プ
キ
モ
ノ

○
健
捗
○
金
蹄
○
蕊
水
籏
〈
鮎
也
敗
也
○
箸
掃
竹
也
箒
也
○
鍵
鼎
大
而
無
足
日
’
○
擴
棄
也
○
御
月
物

の
如
き
で
、
頭
に
朱
丸
印
を
加
え
た
墨
書
で
あ
る
（
口
絵
写
真
参
照
）
。
こ
れ
が
見
ら
れ
る
の
は
巻
十
ま
で
（
巻
七
を
除
く
）
で
、
そ
れ
以
降
に
は
な
い
。
ま

た
巻
一
に
は
そ
の
遊
紙
裏
の
左
に
寄
せ
て
朱
筆
で
、
こ
こ
に
も
、

た
巻
一
に
は
そ
の

昌
平
御
庫
本

昌
平
御
庫
本
校
合

狩
谷
板
齋
本
校
合

八
十
八
什
一
什
三
命
川
口

官
記

型司

一
一
一
‐
一

声
」
、

欠
本

一
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Ｊ
も
シ
ハ
ン
ー

狩
谷
望
之
蔵
械
記
客
木
鈴
木
安
覚
蔵
東
記

と
、
表
紙
に
記
さ
れ
た
三
種
の
校
合
本
と
、
そ
の
略
号
と
を
示
し
て
あ
る
。

行数

目録本文

919

89

89

9．9

99

QQ
v|』

9‘9

欠）

99

99

88

99

紙数(丁）巻③
朱
字
・
陽
文
体
・
長
方
形
（
縦
四
・
五
糎
、
横
一
・
五
糎
）
・
単
郭
で
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
と
あ
る
。

目
録
は
一
九
巻
の
す
べ
て
の
巻
に
あ
る
。
本
文
と
目
次
末
と
の
間
隔
は
次
の
四
種
類
に
分
か
れ
る
。

⑧
目
次
最
終
丁
の
次
の
丁
か
ら
本
文
に
な
る
も
の
。

①
こ
の
表
の
「
紙
数
」
と
は
、
表
紙
二
丁
、
遊
紙
二
丁
（
巻
十
五
は
一
丁
）
を
除
い
た
総
数
で
あ
る
。

②
「
行
数
」
は
、
前
述
本
文
の
系
統
と
関
係
が
あ
り
、
本
文
を
一
面
九
行
に
書
い
て
あ
る
一
九
巻
の
本
文
が
、
古
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
。

③
丁
付
は
巻
十
一
と
巻
十
二
と
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
目
録
の
丁
付
は
巻
十
一
、
巻
十
二
と
も
第
一
丁
か
ら
第
三
丁
ま
で
の
す
べ
て
に
あ
る

が
、
本
文
の
丁
付
は
、
巻
十
一
で
は
第
六
十
丁
ま
で
で
中
断
し
て
お
り
、
巻
十
二
で
は
第
八
十
一
丁
、
つ
ま
り
本
文
の
最
後
ま
で
つ
け
て
あ
る
。

蔵
書
印
は
三
種
で
、
す
べ
て
の
巻
の
第
一
丁
オ
、
つ
ま
り
目
録
の
最
初
の
部
分
に
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
黒
川
真
頼
の
蔵
書
印
で
、

①
朱
字
・
陽
文
体
・
長
方
形
（
縦
四
・
五
糎
、
横
一
・
五
糎
）
・
単
郭
で
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
と
あ
る
。

②
朱
字
・
陽
文
体
・
円
形
（
直
径
約
一
・
八
糎
）
・
単
郭
で
縦
二
行
に
「
黒
川
真
頼
」
と
あ
る
。

紙
数
と
一
面
行
数
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
表

81子
・
陽
文
体
・
円
形
（
直
径
約

つ
は
黒
川
真
道
の
蔵
書
印
で
、

一
一
二
一
三
一
一
四
一
五
一
六
一
七
一
八
一
九
一
十
一
十
三
十
二
一
十
三
一
十
四

46

69

70

拠
一
髄

6］

,へ

ワワ
j亭

79

可rーハ

IOD

84

69 ９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
欠
一
９
’
９
｜
欠
一
８
｜
欠
一
８
｜
、

９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
、
ｊ
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
、
ｊ
ｌ
９
ｌ
、
ｊ
ｌ
８
ｌ
ｕ
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｎ

痔、

／d

十
五 78

十
六 94

十
七
十
八
一
十
九
二
十
一
二
十
一
一
二
十
二
一
一
一
十
三
一
二
，
西
一
二
十
五
一
二
土
〈
二
土
］
’
二
十
八
一
二
十
九
一
三
十
一
三
十
一

70

（ ）

93

再八

／b

（
へ

20

（

1rーハ

ーLDO

49

145 ８
ｌ
９
ｌ
ｕ

76

94

Q1
ゾユ 11 11

41 11

欠

11

{ P
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つ
ま
り
③
と
⑤
が
ほ
ぼ
同
数
で
、
最
も
多
い
。
ま
た
本
文
を
丁
の
裏
か
ら
は
じ
め
て
い
る
の
は
⑤
に
三
例
、
⑥
に
一
例
あ
る
だ
け
で
、
あ
と
は
す
べ
て
丁

の
表
か
ら
で
あ
り
、
本
文
は
新
し
い
丁
か
ら
始
め
る
と
す
る
方
針
が
概
ね
守
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

目
次
の
話
の
標
題
の
後
の
話
順
を
示
す
「
第
×
×
」
と
い
う
番
号
の
欠
け
て
い
る
も
の
が
、
巻
二
、
巻
三
に
あ
る
。
た
だ
し
巻
二
で
は
、
第
一
話
と
第

二
話
、
巻
三
で
は
第
一
話
か
ら
第
七
話
ま
で
に
は
番
号
が
入
っ
て
い
る
。
目
次
の
標
題
に
話
順
の
番
号
の
な
い
も
の
は
、
本
文
の
標
題
に
も
同
様
に
こ
の

番
号
は
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
こ
の
話
順
番
号
が
、
標
題
の
追
加
に
よ
っ
て
ず
れ
た
も
の
も
巻
九
、
巻
十
一
、
巻
二
十
七
、
巻
二
十
九
に
あ
る
が
、
中
に

◎
話
と
話
の
間
に
空
白
が
存
在
す
る
場
合
。

⑥
一
文
、
一
節
、
一
語
句
な
ど
多
少
に
拘
ら
ず
空
白
が
存
在
す
る
場
合
。

こ
れ
ら
の
分
布
を
表
に
し
て
染
た
（
次
頁
第
二
表
）
。
⑧
⑤
は
話
順
の
番
号
、
◎
⑥
は
空
白
箇
所
の
数
を
示
す
。

＠
で
は
各
々
標
題
だ
け
が
あ
っ
て
概
ね
一
丁
以
下
の
余
白
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
巻
十
九
の
第
十
六
話
、
第
三
十
四
話
に
は
標
題
も
脱
落
し
て
い
る

（
目
録
に
は
あ
る
）
。
ま
た
巻
二
十
九
の
第
十
六
話
で
は
、
目
録
の
該
当
箇
所
の
頭
注
に
「
有
標
無
本
文
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
⑥
の
型
に
属
す
る
空
白
に
も

染
ら
れ
る
こ
と
で
、
巻
二
十
八
の
第
三
十
六
話
の
目
録
の
頭
注
に
、
「
写
本
如
此
末
文
落
鰍
」
と
あ
り
、
巻
三
十
の
第
六
話
、
第
七
話
に
も
「
末
句
不
足
」

と
あ
る
。
◎
は
、
巻
二
十
八
、
巻
二
十
九
に
集
中
し
て
い
る
。
＠
は
、
巻
十
五
以
降
の
す
べ
て
の
巻
に
あ
る
、
そ
れ
に
比
し
て
巻
一
か
ら
巻
九
ま
で
に

は
朱
筆
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

い
ま
一
つ
ふ
れ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
本
文
中
に
頻
繁
に
あ
る
空
白
（
欠
文
）
の
問
題
で
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
従
来
か
ら
『
今
昔
物
語
集
』

の
欠
文
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
本
書
の
空
白
の
存
在
を
明
示
し
て
お
く
に
止
め
る
。
所
謂
欠
文
と
い
う
形
だ
け
で
な
く
、
空
白
と
い
う

こ
と
で
一
括
し
て
次
の
四
種
に
分
類
し
て
ぶ
た
・

こ
と
で
一
括
し
て
次
の
四
種
に
分
暉

③
話
が
全
く
欠
け
て
い
る
場
合
。

《
《

巻
一
、
巻
三
、
巻
六
、
巻
七
、
巻
九
、
巻
十
、
巻
十
一
、
巻
十
二
、
巻
十
三
、
巻
十
九
、
巻
二
十
七
、
巻
二
十
八
以
上
一
二
巻

⑤
目
次
最
終
丁
の
次
の
頁
か
ら
本
文
に
な
る
も
の
。

巻
二
、
巻
四
、
巻
五
、
巻
十
五
、
巻
十
六
、
巻
二
十
二
、
巻
二
十
四
、
巻
二
十
五
、
巻
二
十
六
、
巻
二
十
九
、
巻
三
十
以
上
二
巻

◎
目
次
最
終
行
の
後
一
行
分
の
空
白
を
お
き
、
す
ぐ
本
文
を
記
す
も
の
。
１
巻
十
四

⑥
目
次
最
終
行
の
次
行
か
ら
本
文
を
記
す
も
の
。

⑤
話
が
完
結
せ
ず
に
中
断
し
て
い
る
場
合
。

巻
十
七
、
巻
二
十
以
上
二
巻

－25－



本
書
に
は
奥
書
の
類
は
全
く
な
い
。
従
っ
て
、
本
書
の
伝
来
・
書
写
の
年
代
等
に
つ
い
て
は
、
推
測
す
べ
き
手
が
か
り
も
な
い
が
、
筆
蹟
、
紙
質
等
か

ら
ゑ
て
江
戸
時
代
も
半
ば
す
ぎ
の
書
写
か
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
本
文
の
系
統
、
異
文
校
合
の
跡
か
ら
承
る
と
、
い
わ
ゆ
る
古
本
系
統
の
本
を
含
む

伝
本
を
書
写
し
、
か
つ
諸
本
と
比
校
し
て
本
文
を
校
訂
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
概
し
て
は
良
好
な
本
文
の
巻
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
が
本
書
の
書
誌
的
な
説
明
で
あ
る
が
、
本
書
の
性
格
と
し
て
改
め
て
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
既
に
紹
介
し
た
三
本
の
校
合
の
し
か
た
に
つ
い

て
で
あ
る
。
特
に
本
文
に
深
く
関
わ
る
問
題
か
ど
う
か
未
だ
判
断
を
下
し
に
く
い
が
、
こ
こ
で
一
応
そ
の
校
合
部
分
の
分
布
状
況
そ
の
他
の
調
査
結
果
を

は
、
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
い
。

巻 ⑤ ⑳(且ノ 〔c）
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こ
の
表
で
わ
か
る
よ
う
に
、
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
三
本
以
外
の
本
と
の
校
合
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
三
本
に
つ
い
て
み
る
。
前
掲
の
よ
う
に
、

昌
平
御
庫
本
は
「
官
」
、
狩
谷
望
之
蔵
本
は
「
板
」
、
さ
ら
に
略
し
て
「
木
」
、
鈴
木
安
覚
蔵
本
は
「
東
」
と
各
☆
略
号
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
（
以
下
こ

の
略
号
を
用
い
る
）
、
右
の
表
で
ぷ
る
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
本
と
の
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
こ
の
う
ち
二
本
或
い
は
三
本
と
同
一
箇
所
で

共
通
の
異
文
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
三
本
の
い
ず
れ
か
と
三
本
以
外
の
本
と
の
組
合
せ
も
あ
る
。

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

③
「
東
」
校
合
の

巻
－
１
川
、
巻

巻
十
九
１
２
、

「
木
」
本
に
つ
い
て

③
「
官
」
校
合
の

巻
二
ｌ
卯
、
巻

「
東
」
本
に
つ
い
て

「
官
」
本
に
つ
い
て

③ ①
木
本
一
本
だ
け
の
異
文
の
場
合
は
巻
一
に
三
例
、
巻
二
十
六
に
二
例
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

②
数
本
に
共
通
の
異
文
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
「
東
・
木
」
と
い
う
組
合
せ
が
九
四
例
、
「
木
・
東
・
イ
」
と
い
う
組
合
せ
が
一
四
例
あ
っ
て
、
い
ず
れ

も
巻
一
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

①
東
本
一
本
だ
け
の
異
文
の
場
合
と
、
数
本
に
共
通
の
異
文
で
あ
る
場
合
と
二
通
り
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
巻
十
二
、
巻
十
三
、
巻
十
四
、
巻
十
五
、
巻

十
七
、
巻
二
十
二
、
巻
二
十
五
、
巻
三
十
の
八
巻
を
除
く
一
八
巻
す
べ
て
に
染
ら
れ
る
。

②
数
本
に
共
通
の
異
文
を
も
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
「
東
・
木
」
「
東
・
官
」
「
東
・
イ
」
「
木
・
東
・
イ
」
「
東
・
松
」
「
東
・
松
・
イ
」
「
東
・
目
六
」
と
い

①
官
本
一
本
だ
け
の
異
文
の
場
合
も
、
数
本
に
共
通
の
異
文
の
場
合
も
、
巻
二
か
ら
巻
十
一
ま
で
の
間
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

②
数
本
に
共
通
し
て
い
る
異
文
の
場
合
は
「
官
・
イ
」
と
「
東
・
官
」
と
の
二
通
り
で
、
「
官
・
イ
」
は
巻
二
、
巻
三
に
の
象
、
「
東
・
官
」
は
巻
二
か
ら

巻
十
一
の
各
巻
に
あ
る
。

巻
十
一
の
各
巻
に
あ

「
官
」
校
合
の
総
数

う
組
合
せ
が
多
い
。

℃
巻
一
に
見
ら
れ
る

「
木
」
校
合
の
総
数

「
東
」
校
合
の
総
数

豆
ｌ
川
、
巻
二
Ｉ
艶
、
巻
三
ｌ
棚
、
巻
四
ｌ
棚
、
巻
五
ｌ
脇
、
巻
六
ｌ
畑
、
巻
七
Ｉ
私
、
巻
九
ｌ
価
、
巻
十
ｌ
沼
、
巻
十
一
１
４
，
巻
十
六
１
３
、

萱
十
九
１
２
，
巻
二
十
ｌ
虹
、
巻
二
十
四
１
１
，
巻
二
十
六
Ｉ
剛
、
巻
二
十
七
１
噸
、
巻
二
十
八
ｌ
川
、
巻
二
十
九
ｌ
知
、

巻

161
、

巻
四
ｌ
的
、
巻
五
ｌ
畑
、
巻
六
ｌ
剛
、
巻
七
ｌ
田
、
巻
九
ｌ
Ⅷ
、
巻
十
ｌ
ね
、
巻
十
一
１
３

､へ

へ
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巻
－
１
皿
、
巻
二
十
六
１
２

以
上
の
結
果
、
「
官
」
は
前
半
の
巻
々
に
限
ら
れ
、

集
の
解
説
に
は
、
「
本
文
中
に
、
朱
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ

し
て
校
合
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
「
東
」

翠
な
『
イ
』
と
し
て
校
合
を
示
す
の
象
で
あ
る
」
と
も
南

次
に
こ
の
三
本
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

こ
れ
ら
は
一
応
校
合
本
の
名
称
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
外
に
「
イ
」
と
い
う
表
示
の
異
文
が
巻
五
、
巻
十
一
を
除
く
全
巻
に
わ
た
っ

て
多
数
ゑ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
巻
九
ま
で
は
朱
筆
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
は
殆
ど
す
べ
て
墨
書
で
あ
る
。
こ
の
「
イ
」
と
は
前
掲
の
各
杖
合
本
の
異
文

を
も
含
む
総
称
的
な
記
号
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
ら
と
は
全
く
別
の
一
異
本
の
本
文
を
示
す
の
か
、
ま
た
別
の
一
異
本
だ
と
し
て
も
、
こ
の
多
数
の

「
イ
」
と
す
る
異
文
が
す
べ
て
或
る
一
本
の
も
の
に
限
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
官
・
イ
」
「
東
・
イ
」
な
ど
の
よ
う
に
並

列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
少
な
く
と
も
官
本
、
東
本
と
は
別
の
本
と
染
る
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。

前
表
に
「
目
六
」
と
し
た
の
は
「
目
録
」
で
、
目
録
部
分
の
書
入
で
あ
る
。
表
の
右
端
か
ら
二
番
目
の
欄
に
示
し
た
数
字
は
、
以
上
の
よ
う
な
異
本
と

の
校
異
で
は
な
く
本
書
を
書
写
し
た
人
物
、
そ
し
て
以
上
の
校
合
を
し
た
人
物
の
手
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
言
入
（
ミ
セ
ヶ
チ
を
含
む
）
の
数
を
示

て
で
あ
る
。

②
「
丹
鶴
本
」
は
巻
十
一
の
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
丹
鶴
叢
書
本
で
あ
る
。

③
「
印
本
」
は
巻
二
十
七
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
「
板
本
」
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
今
昔
物
語
集
』
の
板
本
に
は
、
井
沢
長
秀
校

『
考
訂
今
昔
物
語
』
（
享
保
五
年
（
前
編
）
・
同
十
八
年
（
後
編
）
刊
）
と
、
丹
鵺
叢
書
本
が
あ
る
。
②
に
「
丹
鵺
本
」
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
井
沢
本
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
井
沢
本
は
全
く
の
改
鼠
本
で
あ
っ
て
、
本
文
か
ら
適
宜
取
捨
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
「
印
本
」
の

吾
入
の
あ
る
話
は
巻
十
四
・
第
十
七
話
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
確
か
に
書
入
の
よ
う
な
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
丹
鶴
叢
書
本
、
芳
賀

矢
一
『
孜
證
今
昔
物
語
集
』
（
東
京
帝
国
大
学
所
蔵
、
田
中
頼
庸
旧
蔵
本
）
も
こ
の
書
入
と
同
じ
本
文
で
あ
る
。

④
．
本
」
は
巻
十
七
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
象
で
、
こ
れ
の
伝
本
と
し
て
の
性
格
も
不
明
で
あ
る
。
或
い
は
次
に
述
べ
る
「
イ
」
と
共
通
か
と
も
思

①
「
松
」
は
後
半
の
巻
々
に
数
多
く
用
い
ら
れ
一

説
明
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

②
「
丹
鶴
本
」
は
巻
十
一
の
み
に
用
い
ら
れ
て
‐

③
「
印
本
」
は
巻
二
十
七
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、

わ
れ
る
。

は
後
半
の
巻
々
に
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

巻
二
十
六メ
ー
２

は
前
半
の
巻
々
に
限
ら
れ
、
「
木
」
は
ご
く
一
部
、
「
東
」
は
ほ
ご
全
巻
に
わ
た
っ
て
あ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
古
典
文
学
全

中
に
、
朱
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
東
』
『
板
」
『
木
』
と
し
て
校
合
し
た
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
後
に
な
る
と
、
み
な
『
イ
』
と

あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
「
東
」
「
板
」
「
木
」
と
は
、
「
東
」
「
官
」
「
木
」
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
「
後
に
な
る
と
、

を
示
す
の
象
で
あ
る
」
と
も
限
ら
な
い
。

も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
そ
の
校
合
本
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
「
松
」
「
丹
鶴
本
」
「
印
本
」
．
本
」
に
つ
い

へ

前
述
の
三
本
と
異
な
る
。
だ
が
、
「
松
」
と
い
う
略
号
の
本
が
ど
の
よ
う
な
本
な
の
か
の

←_.

（
ｕ
）

ハ
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す
。
「
イ
」
と
ほ
ぎ
同
様
に
巻
十
ま
で
は
す
べ
て
朱
筆
で
あ
る
が
、
巻
十
一
以
降
は
墨
書
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
直
接
本
文
の
傍
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
以
外
の
書
入
と
し
て
、
頭
注
が
あ
る
。
そ
の
数
も
多
い
。
第
三
表
の
右
端
の
欄
に
そ
の
数
を
記
し
て
お

い
た
。
中
国
や
日
本
の
辞
書
、
資
料
、
ま
た
出
典
と
思
わ
れ
る
書
名
を
提
示
し
た
註
記
も
あ
る
。
ま
た
、
目
録
の
脚
注
に
出
典
を
註
記
し
た
と
こ
ろ
が
い

く
つ
か
あ
る
。

燕 本
書
と
同
じ
く
古
本
系
に
属
す
る
諸
本
の
う
ち
東
大
国
語
研
究
室
本
一
五
冊
、
国
学
院
大
学
蔵
本
、
野
村
家
蔵
本
の
三
本
は
、
特
に
本
書
と
ほ
ざ
同
一

の
本
文
で
、
後
二
者
に
は
「
官
」
「
東
」
「
木
」
の
三
本
と
の
校
合
も
し
て
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
野
村
家
蔵
本
（
以
下
野
村
本
と
略
称
す
る
）
は
未
調

査
で
あ
る
が
、
他
の
二
本
（
以
下
東
大
本
、
国
学
院
本
と
略
称
す
る
）
は
そ
の
閲
覧
の
機
を
得
た
の
で
、
こ
こ
に
こ
の
四
本
の
関
係
を
簡
略
な
形
で
表
示
し
て

お
く
、
（
野
村
本
に
つ
い
て
は
大
系
本
、
全
集
本
そ
の
他
の
研
究
書
の
報
告
に
よ
る
）
。

実践本 東大本 国学院本 野村本

◎
一
。

◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ 四
古
本
系
の
中
で
の
本
書
の
位
置

二

◎ ◎ ◎ ◎二

◎ ◎ ◎ ◎四

◎ ◎五

ユー

ノ、

◎ ◎

C ◎ f､ M_ノ

◎ ◎ ◎
l凸

,し 。

へ

）欠F1
ノ廷

I

◎｜◎:(八） ◎J7
ノU

三

。。（九）十 C 。

o(十）
十
一 ○ 、

。（土）
十
二 C ◎ 。

。（主）
I
◎

（
（
」
〕

。（坐）
－卜
四 ◎ ◎ ◎

十
五 。（1曲）◎ ◎ C

。（在）
十
六 ◎ ◎ 。

。（其）
十
上 ◎ ◎

卜
、
ニ
ノ （ 欠 ノ

卜
lL 。（北）

、ｰノ
◎
｜
◎

◎

二
十 し

､ノx'
ハ

ト
ー

。（,'[）
湾へ

◎ に１
二

一
・
卜

二三

・{・
[回

行C

三
十 ◎○ ○

／一、

。（王）
、-.ノ

王 し U

。（子）
、J，／

◎ ◎卜
七
三
干
八 。（蚕）○ （

）

’
二
十
九

○ し

。（王）三
十 ○ C

／一、

。(r)
二
十

(◎印は古本系本文）
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各
本
の
書
誌
は
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
本
書
と
の
比
較
の
た
め
、
二
、
三
の
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

東
大
本
は
巻
一
と
巻
二
、
巻
三
と
巻
四
、
巻
五
と
巻
六
、
巻
七
と
巻
九
、
巻
十
三
と
巻
十
四
、
巻
十
五
と
巻
十
六
、
巻
十
七
と
巻
十
九
、
巻
二
十
二
と

巻
二
十
五
、
巻
三
十
と
巻
三
十
一
を
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
に
し
た
合
本
に
な
っ
て
お
り
、
計
一
五
冊
に
仕
立
て
て
あ
る
（
括
孤
の
中
の
漢
数
字
は
、
巻
の
番
号
を

朱
筆
で
訂
正
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。
ま
た
本
文
の
行
数
が
実
践
本
で
は
巻
二
十
五
、
巻
二
十
八
、
巻
三
十
の
十
一
行
に
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
が
九
行
に

書
い
て
あ
る
こ
と
が
違
う
だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
に
違
い
は
殆
ど
な
く
、
本
文
も
殆
ん
ど
同
一
で
あ
る
。

国
学
院
本
は
、
巻
数
、
目
録
・
本
文
の
行
数
、
す
べ
て
実
践
本
と
一
致
す
る
が
、
巻
十
一
、
巻
二
十
四
、
巻
二
十
六
の
三
巻
が
上
下
二
冊
に
分
け
ら
れ

て
計
二
九
冊
に
仕
立
て
て
あ
る
。
本
文
も
同
一
で
あ
り
、
「
官
」
「
東
」
「
木
」
三
本
の
校
合
も
あ
る
が
、
校
合
の
結
果
と
し
て
掲
出
さ
れ
た
異
文
の
数

は
明
ら
か
に
実
践
本
の
そ
れ
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
し
か
も
、
後
の
方
の
巻
に
な
る
ほ
ど
、
そ
の
傾
向
は
強
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
異
文
は
掲
出
し
て
あ

る
が
、
そ
の
異
文
の
あ
る
校
合
本
の
名
称
（
「
官
」
「
東
」
な
ど
）
を
省
略
し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
大
系
本
の
解
説
に
よ
る
と
、
実
践
本
と
国
学
院
本

は
江
戸
後
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
あ
る
が
、
こ
の
校
合
だ
け
か
ら
推
定
す
る
限
り
で
は
、
実
践
本
の
方
が
祖
本
的
形
態
を
も
っ
て
お
り
、
国
学
院
本

は
、
そ
の
形
を
省
略
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
資
料
は
、
分
量
が
大
き
い
の
で
、
本
文
の
翻
刻
は
省
略
す
る
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
と
日
本
古
典
文
学
全
集
と
の
「
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
本

書
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
た
部
分
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
一
応
の
本
文
の
性
質
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
参
照
さ
れ
た
い
。

本
調
査
報
告
を
作
る
に
当
っ
て
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
、
国
学
院
大
学
附
属
図
書
館
の
御
高
配
に
よ
っ
て
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
す
る
こ

本
書
は
以
上
の
如
き
本
文
で
、
そ
の
書
写
年
代
《

料
で
あ
る
こ
と
を
認
む
く
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
調
査
報
告
を
作
る
に
当
っ
て
、
東
京
大
竺

と
が
で
き
た
。
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

そ
の
書
写
年
代
は
必
ず
し
も
古
く
は
な
い
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
諸
伝
本
中
、
古
本
系
統
中
の
善
本
と
し
て
貴
重
な
資

型司

『両
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